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報告内容

１．第3回放出完了以降の点検結果について

２．第4回放出の状況について

３．海洋放出に係るモニタリング実績について

４．海洋拡散シミュレーションについて

５．第5回、第6回放出に向けたALPS処理⽔の移送について

（参考）放出開始以降の海域モニタリングの実績
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４．海洋拡散シミュレーションについて

５．第5回、第6回放出に向けたALPS処理⽔の移送について

（参考）放出開始以降の海域モニタリングの実績



１－１．第3回放出完了以降の点検結果について
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 ALPS処理⽔海洋放出の第3回放出完了以降、下表に⽰す設備の点検を実施し、異常が無い
ことを確認。
設備名 巡視点検内容 第3回放出完了以降、点検内容 点検結果

測定・確認⽤
設備

外観点検（測定・確認⽤タンク）
⽬視による設備異常の有無

点検⻑計に基づく点検（攪拌機器・MO弁）
絶縁抵抗測定、シートパス確認 異常なし

移送設備

外観点検（ALPS処理⽔移送ポンプ・
移送配管）
⽬視による設備異常の有無
点検器具を⽤いた、異⾳の有無

外観点検（ALPS処理⽔移送ポンプ・移送配管）
⽬視による設備異常の有無
その他
ストレーナー清掃、MO弁シートパス確認 異常なし

希釈設備

外観点検（海⽔移送配管・海⽔配管
ヘッダ）
⽬視による設備異常の有無
点検器具を⽤いた、異⾳の有無
外観点検（放⽔⽴坑（上流⽔槽））
⽬視による設備異常の有無

外観点検（海⽔移送配管・海⽔配管ヘッダ）
⽬視による設備異常の有無
外観点検（放⽔⽴坑（上流⽔槽））
⽔槽内部の⽔抜き、経過観察および補修、耐
圧・漏えい試験
その他
海⽔移送ポンプのグランドパッキン交換、流量
計点検

異常なし

放⽔設備 外観点検（放⽔⽴坑（下流⽔槽）・放⽔トンネル）
⽬視による設備異常の有無 異常なし※

取⽔設備 外観点検（仕切堤）
⽬視による設備異常の有無 異常なし

※:詳細は次⾴参照



１－２．放⽔トンネルおよび下流⽔槽の点検概要
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 放⽔トンネルおよび下流⽔槽部の⽔中部において、２⽉６〜8⽇に⽔中ＲＯＶを使⽤した点検を実施
【今回点検の位置付け】
 海⽔注⽔（2023年6⽉5⽇）してから約８ヶ⽉経過後の放⽔トンネルおよび下流⽔槽部の⽔中部の健全性

の確認。（放⽔トンネルは、代表箇所として下流⽔槽側を起点に100mの範囲を実施）
 ⽔中トンネル内でのROVを活⽤する点検にあたり、点検⽅法の検証や課題等の知⾒を得ることも⽬的。

点検で使⽤した⽔中ROV

ソナー

カメラ

⼨法︓1,036mm✕720mm✕630mm
重量︓約75kg

点検項⽬ 確認結果
海⽣⽣物の付着 フジツボの付着（少量）有り
堆砂の状況 ほぼ無し（⼀部、浮泥有り）
断⾯の閉塞など（異物等） なし

【点検結果】
 海⽔注⽔（2023年6⽉5⽇）してから約８ヶ⽉経過後であったが

放⽔トンネルおよび下流⽔槽に異常が無いことを確認。
（映像（リアルタイムで確認可能）により、内部の状況を確認）

点検結果（概略）

⽔中ROV投⼊状況

下流⽔槽

トンネル底⾯の状況

セグメント継⼿
（周⽅向）

セグメント継⼿
（延⻑⽅向）

海側（東側）

裏込め注⼊孔

フジツボの付着

下流⽔槽から100m付近トンネル上⾯の状況



【参考】 放⽔トンネル点検範囲
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R=500m R=500m

放⽔⼝ケーソン下流⽔槽

R=500m

平⾯図

縦断図

1031m

1031m

revel

今回の点検範囲

今回の点検範囲

約400ｍ
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４．海洋拡散シミュレーションについて
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２－１．第4回放出の状況について
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測定・確認⽤設備（K4エリア）B群 ︓約7,800m3
⼆次処理 ︓無
ﾄﾘﾁｳﾑ濃度 ︓14万ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑
ﾄﾘﾁｳﾑ総量 ︓1.1 兆ﾍﾞｸﾚﾙ

K4エリアE群（測定・確認⽤設備 B群※2に移送） ︓約4,500m3

K3エリアA群（測定・確認⽤設備 B群※2に移送） ︓約3,300m3

⼆次処理 ︓無
ﾄﾘﾁｳﾑ濃度 ︓17〜21万ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑ ※1

ﾄﾘﾁｳﾑ総量 ︓1.4兆ﾍﾞｸﾚﾙ ※1

測定・確認⽤設備（K4エリア）C群 ︓約7,800m3
⼆次処理 ︓無
ﾄﾘﾁｳﾑ濃度 ︓14万ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑
ﾄﾘﾁｳﾑ総量 ︓1.1兆ﾍﾞｸﾚﾙ

測定・確認⽤設備（K4エリア）A群 ︓約7,800m3
⼆次処理 ︓無
ﾄﾘﾁｳﾑ濃度 ︓13万ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑
ﾄﾘﾁｳﾑ総量 ︓1.0 兆ﾍﾞｸﾚﾙ

第
１
回
放
出

第
２
回
放
出

第
３
回
放
出

第
４
回
放
出

➥ 2023年度放出トリチウム総量︓約5兆ベクレル
※1 タンク群平均、2023年7⽉1⽇時点までの減衰を考慮した評価値

※2 第1回放出後、空になったB群に移送

完了

完了

完了

 第4回放出に向けた、K4エリアE群及びK3エリアA群から測定・確認⽤設備B群への
移送は昨年12/11に完了。

 12/15から循環攪拌運転を実施し、12/22にサンプリングを実施。
 放出基準を満⾜していることを確認し、2/28から放出を開始。

放出中
詳細
次⾴
参照



【参考】K4-B群の第４回放出の概要
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K4-B群の放出概要

処理⽔
の性状

測定・評価対象の29核種の放射性
物質の濃度（トリチウムを除く）

国の基準(告⽰濃度⽐総和1未満)を満たす
（告⽰濃度限度⽐総和︓0.34※）

(詳細、QRコード1ページ)

トリチウム濃度 17万ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑
(詳細、QRコード2ページ)

⾃主的に有意に存在していないこ
とを確認している39核種

全ての核種で有意な存在なし
(詳細、QRコード3ページ)

⽔質検査の状況 国、県の基準を満たす
(詳細、QRコード4ページ)

⽔温 外気温とほぼ同じ。約 740 倍に希釈後は、希釈⽤海⽔と同
じ温度（発電所の温排⽔とは異なる）。

処理⽔放出予定量 約7,800m3

処理⽔流量 約460m3/⽇
（設計最⼤流量500m3/⽇を超えないように運⽤上定めたもの）

希釈⽤海⽔流量 約340,000m3/⽇
（放⽔トンネル内を⼈が歩く程度のスピード（約1m/秒））

希釈後の想定トリチウム濃度 約230ベクレル/㍑

放出期間 約17⽇

※ 海⽔希釈後の告⽰濃度限度⽐総和との⽐較

29核種
トリチウム

0.34
海⽔希釈前 海⽔希釈後(海⽔で740倍に)

0.00046

0.00382.83
0.0043(国の基準のおよそ1/230)



【参考】測定・確認⽤タンク⽔(B群)の排⽔前分析結果(1/4)
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 測定・評価対象核種(29核種)の告⽰濃度⽐総和は0.34となり、1未満であることを確認

測定・評価対象核種
(29核種)

放射能濃度
分析結果(Bq/L)

告⽰濃度に対する⽐

※処理⽔ポータルサイトより抜粋



【参考】測定・確認⽤タンク⽔(B群)の排⽔前分析結果(2/4)
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 トリチウム濃度の分析結果は17万 Bq/L

トリチウム濃度(Bq/L)

※処理⽔ポータルサイトより抜粋



【参考】測定・確認⽤タンク⽔(B群)の排⽔前分析結果(3/4)
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 ⾃主的に有意に存在していないことを確認している核種(39核種)について、全ての核種
で有意に存在していないことを確認

※処理⽔ポータルサイトより抜粋

⾃主的に有意に存在していない
ことを確認している核種(39核種)

判定結果
〇︓有意に存在しない
×︓有意に存在する



【参考】測定・確認⽤タンク⽔(B群)の排⽔前分析結果(4/4)
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 ⼀般⽔質44項⽬(⾃主的に⽔質に異常のないことを確認)について、
全ての項⽬で基準値※1を満⾜していることを確認

⼀般⽔質項⽬(44項⽬) 測定結果

※１︓福島県「⼤気汚染防⽌法に基づく排出基準及び⽔質汚濁防⽌法に基づく排⽔基準を定める条例(別表第2)」，
「福島県⽣活環境の保全等に関する条例施⾏規則(別表第5)」に基づく

※２︓処理⽔ポータルサイトより抜粋
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２．第4回放出の状況について
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（参考）放出開始以降の海域モニタリングの実績
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（単位︓Bq/L）

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 *1︓検出限界値 0.1 Bq/L *2︓検出限界値 0.4 Bq/L     *3︓悪天候により採取中⽌
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施。 2023年12⽉26⽇より頻度について放出期間中に重点をおくとして次のとおりに変更

放⽔⼝近傍4地点︓放出期間中および放出終了⽇から1週間は1回/⽇実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/週実施
その他6地点︓放出期間中および放出終了⽇から1週間は2回/週実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/⽉実施

◯ 2023年8⽉24⽇の放出開始以降、 放⽔⼝付近（発電所から3km以内）の10地点、放⽔⼝付近の外側（発電所正
⾯の10km四⽅内）の4地点で採取した海⽔について、これまでにトリチウム濃度を測定した結果は、いずれも
指標（放出停⽌判断レベル、調査レベル）を下回っている。

◯ 放⽔⼝付近で実施する迅速に結果を得る測定については、2023年12⽉26⽇以降、放出期間中に重点をおいたも
のに頻度を変更し、モニタリングを継続している。

３－１．海域モニタリングの実績

試料採取点 頻度

2024年2⽉

7⽇
7⽇
通常
*1

12⽇
12⽇
通常
*1

13⽇
13⽇
通常
*1

19⽇
19⽇
通常
*2

21⽇
21⽇
通常
*2

26⽇
26⽇
通常
*2

放⽔⼝
付近

T-1 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-2 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-0-1 1回/⽇* ー ー <7.0 測定中 ー ー <6.6 測定中 ー ー <7.9 測定中

T-0-1A 1回/⽇* ー ー <6.6 測定中 ー ー <6.4 測定中 ー ー <7.9 測定中

T-0-2 1回/⽇* ー ー <7.1 測定中 ー ー <6.5 測定中 ー ー <7.9 測定中

T-0-3A 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-0-3 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-A1 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-A2 1回/⽇* ー ー <6.7 測定中 ー ー <6.8 測定中 ー ー <7.9 測定中

T-A3 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中 ー ー ー 測定中

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー <8.1 測定中 ー ー <5.5 測定中 ー ー

T-S3 1回/⽉ <6.2 測定中 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ <6.1 測定中 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー*3 ー*3



【参考】海⽔のトリチウム濃度の⽐較
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 海洋放出開始後、これまでに海域モ
ニタリングで確認されたトリチウム濃
度は、⽇本全国の海⽔モニタリングに
おいて過去に観測された範囲と変わら
ないレベル。

 今後、放出する処理⽔のトリチウム
濃度に応じて海⽔濃度も影響を受け、
過去に観測された範囲を超える場合も
考えられる。

 それらの場合でも、放射線影響評価
における放出時の海洋拡散シミュレー
ションの結果などから想定の範囲内に
なると考えられ、調査レベルなどの指
標を下回るものと考えている。



３－２．5号機取⽔路のモニタリングについて
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 ALPS処理⽔の放出期間中の希釈⽤海⽔の取⽔⼝付近での海⽔モニタリング結果は、
放出停⽌期間中の値と同等であることを確認している。

※5,6号機取⽔路開渠内の海⽔モニタリング位置を、希釈⽤海⽔の取⽔⼝付近の
採取地点に変更して実施している（6号機取⽔⼝前から5号機取⽔⼝前）。

*1︓検出限界値未満の場合に検出限界値を表⽰

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

23/8/10 23/9/9 23/10/9 23/11/8 23/12/8 24/1/7 24/2/6

(Bq/L) 5号機取水口前 海水Cs-137濃度

5号機取水口前 Cs-137 5号機取水口前Cs-137 検出限界値 ALPS処理水放出期間 降水有
*1



３－３．5/6号機取⽔路開渠内の海底⼟モニタリング結果(1)
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 5号機取⽔⼝前モニタリングにおいて、⼯事開始後、2022年12⽉までは有意
な変動は⾒られなかったが、2023年1⽉以降、⾼い値を⽰しており、堆砂撤去
の完了に伴い、数値の低下を確認。

 引き続き、海底⼟モニタリングを継続実施する。

取⽔路開渠内
⼯事着⼿
2022/8

5号取⽔⼝前
浚渫

2022/11~12

仕切堤構築
開始

2023/1

重機⾜場・浚渫
着⼿

2022/10

仕切堤構築
完了

2023/4

堆砂撤去
完了

2023/6

2017~2021年7⽉
⼯事開始前 最⼤値

初回放出
完了

2023/9/11

【凡例】
︓⼯事中サンプリング位置
︓シルトフェンス（仕切堤構築前）
︓汚濁防⽌フェンス



工事開始前 2024年

2017～2021年7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

Cs-134 4.4～52.3 33.2 36.0 - - 31.5 37.2 39.8 39.8 40.1 33.9 66.5 65.5 33.6 65.9 34.6 32.0 69.5 44.5

Cs-137 163.6～678.6 371.6 398.8 - - 303.2 468.1 460.2 460.2 1,414.0 1,360.0 2,752.0 2,957.0 422.3 2,195.0 281.8 216.7 2,322.0 1,210.0

Cs-134 14.4～58.5 33.6 32.5 - - 38.3 33.4 - - - - - - - - - - - -

Cs-137 310.0～689.8 404.0 383.2 - - 356.4 299.1 - - - - - - - - - - - -

Cs-134 723.0 34.5 42.1 65.6 55.4 46.7 73.9 49.1 43.1 62.6 47.8 60.1 97.1 59.9 92.5 52.4 53.2 83.7 75.2

Cs-137 6,475.0 1,528.0 553.9 492.4 412.8 936.0 3,331.0 936.1 777.0 1,061.0 323.8 2,008.0 4,943.0 2,649.0 3,528.0 2,004.0 2,732.0 3,287.0 2,868.0

Cs-134 183.0 51.3 47.2 68.7 59.7 51.8 40.3 30.9 40.3 44.6 61.6 59.5 47.7 234.8 59.3 37.1 39.6 44.0 153.3

Cs-137 1,893.0 2,114.0 476.0 2,671.0 2,242.0 360.8 400.5 503.5 1,356.0 485.9 886.9 330.5 560.6 9,519.0 1,773.0 295.9 441.2 1,970.0 9,737.0

Cs-134 － 101.6 184.0 213.7 160.4 108.7 3,546.0 167.4 472.0 690.7 586.2 63.7 141.4 64.5 75.2 70.7 50.2 50.5 61.8

Cs-137 － 3,301.0 6,714.0 6,198.0 5,941.0 5,678.0 144,000.0 12,290.0 16,972.0 24,760.7 26,400.0 4,189.0 5,699.0 951.7 3,876.2 3,085.0 2,810.0 1,387.0 3,981.0

Cs-134 － 42.8 59.8 86.8 98.7 96.8 56.9 147.0 35.6 45.5 64.4

Cs-137 － 437.1 2,022.0 2,822.0 3,069.0 3,438.0 3,022.0 5,975.0 936.5 1,546.0 3,145.0

Cs-134 － 40.2 166.1 45.3 53.7 98.0 52.4 51.4 58.6

Cs-137 － 1,312.0 8,303.0 592.4 1,481.0 5,569.0 2,676.0 1,049.0 630.9

2023年2022年

A-1　5,6号開渠北側
（シルトフェンス北側 GL±0m ）

Ｂ　仕切堤南側①
（シルトフェンス南側）

Ｃ　仕切堤南側②
（シルトフェンス南側）

F　重機足場東側

E　仕切堤北側

採取地点

Ｄ　5号機取水口

A-2　5,6号開渠北側
（シルトフェンス北側 GL-0.5m ）

３－３．5/6号機取⽔路開渠内の海底⼟モニタリング結果(2)
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※単位︓Bq/kg、灰⾊ハッチングは検出限界値未満

 2022年8⽉〜2024年1⽉までの5/6号機取⽔路開渠内の海底⼟モニタリング結果を以下に⽰す。

※浚渫により砂を撤去したため、表⾯（GL±0m）のみ実施

5号機取⽔⼝6号機取⽔⼝

5,6号機護岸前捨⽯堤透過防⽌⼯撤去

仕切堤

北防波堤

5,6号機取⽔路開渠堆砂対策堤
N

Ａ

B

C

D

堤供︓⽇本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影
Product(C)[2021] DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

シルトフェンス
（震災後、仕切堤構築前）

拡⼤

全体図N

6号機 5号機

5,6号機取⽔路開渠

1-4号機取⽔路開渠

港湾外から
取⽔

⽔の流れ

EF

汚濁防⽌フェンス
（⼯事完了後撤去済み）

重機⾜場
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１．第3回放出完了以降の点検結果について

２．第4回放出の状況について

３．海洋放出に係るモニタリング実績について

４．海洋拡散シミュレーションについて

５．第5回、第6回放出に向けたALPS処理⽔の移送について

（参考）放出開始以降の海域モニタリングの実績



４－１．海洋拡散シミュレーションの妥当性検証について
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 放射線環境影響評価に⽤いた海洋拡散シミュレーション（以下,拡散シミュレーション）の妥当性
を確認するため,実際のトリチウム放出量と気象・海象データを⽤いたトリチウムの拡散シミュ
レーション結果と,海⽔モニタリング結果との⽐較評価を実施している。

 現在,第３回の放出期間（11⽉2⽇〜11⽉20⽇）の評価を実施中。

 今回,第2回の放出期間（10⽉5⽇~10⽉23⽇）について,拡散計算の結果と海⽔モニタリングデー
タの⽐較検証を⾏った結果について,暫定的な報告を⾏う。

 今後,第3回の放出期間の評価と合わせて,3回の放出全体を通した検証も進めていく。

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第1回
放出

第2回
放出

第3回
放出

放出 データ収集
拡散計算

評価トリチウム分析

暫定評価（12/21報告）

評価

暫定評価（今回報告）
放出 データ収集

拡散計算
評価トリチウム分析

放出 データ収集
拡散計算

評価トリチウム分析



４－２．妥当性検証の考え⽅について
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以下の考え⽅に基づき,妥当性の検証を実施することとした。
 ⽐較対象とした当社のモニタリング地点は,濃度の上昇を確認可能と考えられる放⽔⼝付近（発電

所港湾から3㎞以内）の10地点及び発電所正⾯の10㎞四⽅内の放⽔⼝付近を除く４地点とし
た。

 なお,放⽔⼝付近で⾏われている他機関（環境省,原⼦⼒規制庁,福島県）のモニタリングデータ
についても, 評価の対象とした。

 不確かさの⼩さいと考えられる通常モニタリングの結果を対象とした。（迅速分析は対象外と
した）

 海⽔モニタリングデータが少ないこと,シミュレーションには不確かさがあること,さらにシミュレー
ションはある地点での濃度を精緻に再現するためのものではないことから,妥当性の検証は,数字の⽐
較ではなく,濃度上昇傾向（拡散の傾向）が再現されているかを評価した。



４－３．第2回の放出期間における拡散シミュレーションの概要
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 第2回の放出期間（10⽉5⽇~10⽉23⽇）について,以下の条件で拡散計算を⾏った。
 拡散モデルは,放射線環境影響評価にて⽤いたモデルをそのまま適⽤。
 トリチウムの放出率を測定・確認⽤設備で測定した濃度と⽇々の放出⽔量から計算し,

モデルに⼊⼒。

第2回の放出期間における計算条件（モデルは放射線環境影響評価書と同じ）
トリチウムの放出量
・10/5 10:18~10/22 13:19まで⼀定

放出率＝2.66E+09Bq/時（＝14万Bq/L×456m3/⽇×1000L/m3÷24時/⽇）
・10/23 10:26~12:08

放出率＝1.32E+09Bq/時（＝14万Bq/L×16m3×1000L/m3÷102/60時）
気象・海象データ
・放出期間中の気象,海象データ（気象庁,海洋研究開発機構等）

参考
放射線環境影響評価書で拡散シミュレーションを⾏った際のトリチウムの放出量
・年間を通じて⼀定

放出率＝2.51E+09Bq/時（＝22兆Bq/年÷8760時/年）



【参考】拡散シミュレーション（領域海洋モデル）の概要
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 福島第⼀原⼦⼒発電所事故後の海⽔中セシウム濃度の拡散計算で再現性が確認された
モデルを使⽤

 さらに,発電所近傍海域を詳細にシミュレーションできるよう⾼解像度化して計算

 領域海洋モデル（Regional Ocean Modeling System: ROMS）を
福島沖に適⽤

 海域の流動データ
 海表⾯の駆動⼒に気象庁短期気象予測データを内挿したデータ[1]を使⽤
 外洋の境界条件およびデータ同化*の元データとして,海洋の

再解析データ（JCOPE2M[2][3]）を使⽤
 モデル範囲 ︓北緯35.30〜39.71度,東経140.30〜143.50度

（490km×270km）,発電所周辺南北約22.5km×東⻄約8.4kmの
海域を段階的に⾼解像度化（左図の⾚/⻘のハッチング部と⾚/⻘線のあいだを

段階的に最⼩評価エリア約200m四⽅まで解像度を変化）
 解像度（全体）︓南北約925m x 東⻄約735m（約1km）,

鉛直⽅向30層
 解像度（近傍）︓南北約185m x 東⻄約147m（約200m）,

鉛直⽅向30層

 気象・海象データ
 放出期間の気象・海象データを使⽤

*データ同化︓数値シミュレーションに実測データを取り⼊れる⼿法のこと。ナッジングともいう。
[1] 橋本 篤, 平⼝ 博丸, 豊⽥ 康嗣, 中屋 耕, “温暖化に伴う⽇本の気候変化予測（その1） –気象予測・解析システ

ムNuWFASの⻑期気候予測への適⽤–,” 電⼒中央研究所報告, 2010.
[2] Miyazawa, Y., A. Kuwano-Yoshida, T. Doi, H. Nishikawa, T. Narazaki, T. Fukuoka, and K. Sato, 
2019: Temperature profiling measurements by sea turtles improve ocean state estimation in the 
Kuroshio-Oyashio Confluence region, Ocean Dynamics, 69, 267-282.
[3] Miyazawa, Y., S. M. Varlamov, T. Miyama, X. Guo, T. Hihara, K. Kiyomatsu, M. Kachi, Y. Kurihara, 
and H. Murakami, 2017: Assimilation of high-resolution sea surface temperature data into an 
operational nowcast/forecast system around Japan using a multi-scale three dimensional variational 
scheme, Ocean Dynamics, 67, 713-728.



４－４－１．第2回放出期間中のモニタリング結果（概要）
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◯ 第2回放出は,10⽉5⽇〜10⽉23⽇にかけて実施。迅速分析,通常モニタリングの結果ともに放⽔⼝付近の外
側では低濃度となっており,海域で拡散が進んでいる状況を確認。

〇 迅速分析（⽬標検出下限値10Bq/L未満）の最⼤濃度は, 10⽉21⽇にT-0-1A地点で採取した海⽔の22Bq/L
であり,指標（放出停⽌判断レベル,調査レベル）を下回っている。

◯ 通常モニタリング（⽬標検出下限値0.4Bq/L未満または0.1Bq/L未満）においては,放⽔⼝付近（発電所から
3km以内）で最⾼14Bq/L（10⽉16⽇のT-0-1A）,放⽔⼝付近の外側（発電所正⾯の10km四⽅内）で検出され
た最も⾼い濃度は0.065Bq/L （10⽉12⽇のT-S8）であった。

図 拡散シミュレーションとの⽐較対象とした海⽔採取点

福島第⼀
原⼦⼒発電所 福島第⼀

原⼦⼒発電所

放水口

発電所正⾯の
10km四⽅内

︓⽐較対象とした海⽔の採取点
● ︓東京電⼒のその他の採取点

︓⽇常的に漁業が⾏われて
いないエリア*

東⻄1.5km 南北3.5km
*︓共同漁業権⾮設定区域

3km



４－４－２．第2回放出期間中のモニタリング結果（1/3）
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（単位︓Bq/L）

試料採取点
（図参照） 頻度

10⽉

5⽇
*1

5⽇
通常
*1,2

6⽇ 7⽇ 8⽇ 9⽇
9⽇
通常
*3

10⽇ 11⽇ 12⽇
12⽇
通常
*3

13⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <5.8 <0.31 <5.8 <5.8 <6.1 <7.2 0.40 <6.9 <6.5 <6.3 ー <6.5

T-2 1回/週* <5.7 <0.31 <5.7 <5.8 <6.1 <7.1 0.77 <6.9 <6.6 <6.3 ー <6.5

T-0-1 1回/週* <7.8 <0.31 <7.0 <6.7 <8.2 <7.9 1.4 ー*4 <7.3 <7.3 ー <7.3

T-0-1A 1回/週* <7.6 5.2 <7.4 9.4 <8.2 11 12 ー*4 <7.3 14 ー 11

T-0-2 1回/週* <7.6 <0.33 <7.0 <6.8 <8.1 <7.9 0.43 ー*4 <7.3 <7.3 ー <7.3

T-0-3A 1回/週* <5.9 <0.32 <5.8 <5.8 <6.1 <7.2 <0.072 ー*4 <6.8 <6.3 ー <6.5

T-0-3 1回/週* <7.7 <0.32 <6.4 <6.7 <8.2 <7.8 0.45 ー*4 <7.3 <7.2 ー <7.2

T-A1 1回/週* <7.7 <0.30 <7.0 <6.4 <5.5 <6.7 0.43 ー*4 <6.8 <8.7 ー <8.6

T-A2 1回/週* <7.7 <0.31 <7.0 <5.9 <5.5 <6.7 0.25 ー*4 <6.8 <8.6 ー <8.6

T-A3 1回/週* <7.6 <0.30 <7.1 <5.8 <5.5 <6.8 <0.073 ー*4 <6.8 <8.6 ー <8.6

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー ー ー ー <6.4 <0.070 ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー <6.4 <0.071 ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー <6.4 <0.070 ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー <6.5 0.065 ー

*1︓放出開始後の14時以降に採取 *2︓検出限界値 0.4 Bq/L
*3︓検出限界値 0.1 Bq/L *4︓悪天候により採取中⽌

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(第2回)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

 第2回放出期間中の海⽔モニタリング結果を下表に⽰す。

 検証は,通常分析で0.1Bq/Lを超える濃度のトリチウムが検出された10⽉5⽇,9⽇,16⽇,23
⽇について実施した。（⿊枠部）



４－４－２．第2回放出期間中のモニタリング結果（2/3）
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（単位︓Bq/L）

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L

試料採取点
（図参照） 頻度

10⽉

14⽇ 15⽇ 16⽇
16⽇
通常
*1

17⽇ 18⽇ 19⽇
19⽇
通常
*1

20⽇ 21⽇ 22⽇ 23⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <6.1 <5.5 <6.0 4.3 <6.5 <7.1 <7.2 ー <5.5 <5.6 <5.3 <6.5

T-2 1回/週* <6.2 <5.5 <6.0 0.66 <6.5 <7.1 <7.1 ー <5.5 <5.6 <5.2 <6.5

T-0-1 1回/週* <8.7 <7.3 <7.8 1.0 <6.7 <5.9 <8.3 ー <7.0 <6.8 <7.3 <6.7

T-0-1A 1回/週* <8.7 14 16 14 <6.7 <5.8 <8.5 ー <7.0 22 16 <6.7

T-0-2 1回/週* <8.7 <7.3 <7.8 1.2 <6.7 8.9 <8.4 ー <7.0 <6.8 <7.3 <6.7

T-0-3A 1回/週* <6.1 <5.6 <6.0 0.74 <6.5 <7.1 <7.1 ー <5.5 <5.6 <5.3 <6.5

T-0-3 1回/週* <8.6 <7.3 <7.8 1.0 <6.7 <6.7 <8.4 ー <7.0 <6.8 <7.3 <6.7

T-A1 1回/週* <6.2 <7.2 <7.2 0.50 <8.3 <7.2 <7.5 ー <7.5 <8.5 <5.7 <6.8

T-A2 1回/週* <5.6 <7.2 <7.2 0.56 <8.3 <7.2 <7.5 ー <7.5 <8.4 <5.7 <6.9

T-A3 1回/週* <5.7 <7.2 <7.2 0.80 <8.3 <7.2 <7.5 ー <7.5 <8.5 <5.7 <6.8

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー <7.5 <0.34 ー ー ー <6.9

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(第2回)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施



４－４－２．第2回放出期間中のモニタリング結果（3/3）
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（単位︓Bq/L）

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L *2︓放出終了前の9時以前に採取
*3︓悪天候により採取中⽌

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(第2回)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

試料採取点
（図参照） 頻度

10⽉

23⽇
通常
*1,2

24⽇ 25⽇ 26⽇ 27⽇ 28⽇ 29⽇ 30⽇ 31⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* 1.3 <6.5 <5.8 <6.5 <6.4 <7.2 <6.8 <6.4 <7.1
T-2 1回/週* 0.80 <6.5 <5.8 <6.6 <6.3 <7.2 <6.8 <6.4 <7.1
T-0-1 1回/週* 1.3 <7.8 <7.5 <7.6 <7.8 <8.3 <7.8 ー*3 ー*3

T-0-1A 1回/週* 0.71 <7.7 <7.5 <7.7 <7.8 <8.3 <7.9 ー*3 ー*3

T-0-2 1回/週* 0.40 <7.7 <7.5 <7.6 <7.8 <8.3 <7.9 ー*3 ー*3

T-0-3A 1回/週* <0.33 <6.5 <5.8 <6.6 <6.3 <7.3 <6.9 ー*3 ー*3

T-0-3 1回/週* 1.0 <7.7 <7.5 <7.6 <7.8 <8.3 <7.9 ー*3 ー*3

T-A1 1回/週* 0.37 <7.5 <7.8 <6.2 <6.6 <6.6 <6.6 ー*3 ー*3

T-A2 1回/週* <0.31 <7.5 <7.8 <6.2 <6.5 <6.6 <6.6 ー*3 ー*3

T-A3 1回/週* <0.32 <7.5 <7.8 <6.2 <6.6 <6.6 <6.6 ー*3 ー*3

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 <0.32 ー ー ー ー ー ー ー ー
T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー
T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー
T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー



４－５－１．放⽔⼝地点表層における海流の流向流速（拡散シミュレーション結果）
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流速の東⻄成分
（東向きが＋）

流速の南北成分
（北向きが＋）

流 速

流 向
（0度,360度が南向き,

90度が⻄向き,
180度が北向き,
270度が東向き）

 放出を開始した10⽉5⽇の0:00以降の海象は下図のとおり。

海⽔モニタリング
実施時間帯

⻄向き

東向き

⻄向き

北向き

南向き

東向き
北向き

南向き

南向き



︓放⽔⼝

４－５－２．拡散計算結果とモニタリング結果の⽐較（10⽉5⽇14:00）
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 放出開始約4時間後である10⽉5⽇14:00の拡散シミュレーション結果と,当該時間帯に⾏われ
た海⽔モニタリング結果を下図に⽰す。

 シミュレーション結果では,放出開始時点で弱い北向きの流れとなっており,北側に拡散範囲が
拡がりつつある傾向が⽰された。モニタリング結果では,放⽔⼝北東側のT-0-1A地点のみ検出さ
れており,シミュレーション結果と概ね⼀致している。（海流については、４－５－１．放⽔⼝
地点表層における海流の流向流速（拡散シミュレーション結果）を参照）

図 10⽉5⽇14:00の拡散計算結果（海表⾯の濃度分布図）とモニタリング結果の⽐較
〇の⾊はモニタリング結果の濃度を⽰し,⽩丸はND，●はこの時間帯においてモニタリングを⾏っていないことを⽰す。

拡⼤

図中の数字は濃度（単位︓Bq/L）を⽰す

5.2

<0.30

<0.31

<0.31 <0.32

<0.33
<0.31

<0.32

<0.30

－

－

－

－

<0.31



︓放⽔⼝

４－５－２．拡散計算結果とモニタリング結果の⽐較（10⽉9⽇8:00）
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 10⽉9⽇8:00の拡散シミュレーション結果と, 当該時間帯に⾏われた海⽔モニタリング結果を
下図に⽰す。

 シミュレーション結果では,前⽇までの南向きの海流が北向きに変わった直後となっており,拡
散範囲⾃体は南に拡がっているが, 北側に拡がりつつある傾向が⽰された。この傾向は,モニタ
リング結果と概ね⼀致している。

図 10⽉9⽇8:00の拡散計算結果（海表⾯の濃度分布図）とモニタリング結果の⽐較
〇の⾊はモニタリング結果の濃度を⽰し,⽩丸はND，●はこの時間帯においてモニタリングを⾏っていないことを⽰す。

拡⼤
12

0.43

0.40

0.77 0.45

0.43
0.25

<0.072

<0.073

－

－

－

－

1.4

図中の数字は濃度（単位︓Bq/L）を⽰す



︓放⽔⼝

４－５－２．拡散計算結果とモニタリング結果の⽐較（10⽉16⽇8:00）

31図 10⽉16⽇8:00の拡散計算結果（海表⾯の濃度分布図）とモニタリング結果の⽐較
〇の⾊はモニタリング結果の濃度を⽰し,⽩丸はND，●はこの時間帯においてモニタリングを⾏っていないことを⽰す。

 10⽉16⽇8:00の拡散シミュレーション結果と,当該時間帯に⾏われた海⽔モニタリング結果を
下図に⽰す。

 シミュレーション結果では,10⽉15⽇に北向きの海流が南向きに変わっており,南北両⽅向に拡
散範囲が拡がっている傾向が⽰された。この傾向は,モニタリング結果と概ね⼀致している。

拡⼤
14

0.50

4.3

0.66 1.0

1.2
0.56

0.74

0.80

－

－

－

－

1.0

1.
0

図中の数字は濃度（単位︓Bq/L）を⽰す



︓放⽔⼝

４－５－２．拡散計算結果とモニタリング結果の⽐較（10⽉23⽇8:00）
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図 10⽉23⽇8:00の拡散計算結果（海表⾯の濃度分布図）とモニタリング結果の⽐較

〇の⾊はモニタリング結果の濃度を⽰し,⽩丸はND，●はこの時間帯においてモニタリングを⾏っていないことを⽰す

 10⽉23⽇8:00の拡散シミュレーション結果と,当該時間帯に⾏われた海⽔モニタリング結果を
下図に⽰す。

 シミュレーション結果では,10⽉21〜22⽇に南向きの流れだった海流が23⽇は北向きの流れに
変わっており,南北両⽅向に拡散範囲が拡がっている傾向が⽰された。この傾向はモニタリング
結果と概ね⼀致している。

拡⼤
0.71

0.37

1.3

0.80 1.0

0.40
<0.31

<0.33

<0.32

－

－

<0.32

－

1.3

図中の数字は濃度（単位︓Bq/L）を⽰す



４－６－１．他機関のモニタリング結果（第2回放出期間）について
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◯ 当社以外に,環境省,原⼦⼒規制委員会,福島県が
発電所周辺3km圏内でALPS処理⽔放出期間中
にモニタリングを実施していることから,これ
らの調査点におけるトリチウムの分析結果につ
いても本検証の対象とした。

○ 各機関で実施している調査点は,右図のとおり。

○ 第2回放出期間（2023年10⽉5⽇〜10⽉23⽇)
中に各機関が⾏った海⽔モニタリング結果の概
要は以下の通り。

〇 環境省では,2023年10⽉12〜13⽇、同⽉17,19
⽇にモニタリングを実施。現在分析中。

◯ 原⼦⼒規制委員会では,10⽉6⽇にモニタリング
を実施。M-103地点で1.1Bq/Lの検出があった
ことから,検証の対象とした。

○ 福島県では,10⽉12⽇にモニタリングを実施。検出
されたトリチウム濃度は,ALPS処理⽔放出前と変わ
らないものの,発電所近傍で0.1Bq/Lを上回る地点
が複数あったことから,検証の対象とした。

図 発電所から3km圏内の他機関調査位置図

環境省（8地点）
原⼦⼒規制委員会(4地点）

福島県(7地点）



︓放⽔⼝

４－６－２．拡散計算結果とモニタリング結果の⽐較（10⽉6⽇12:00）
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 10⽉6⽇12:00の拡散シミュレーション結果と,当⽇⾏われた原⼦⼒規制委員会の海⽔モニタリ
ング結果を下図に⽰す。

 シミュレーション結果では,前⽇以降南向きの流れが継続しており,拡散範囲が南側に拡がる傾
向が⽰された。モニタリング結果では,南側に拡がっている傾向は⼀致しているが,北側M-103
地点については,シミュレーションとの違いが⾒られた。

拡⼤

図 10⽉6⽇12:00の拡散計算結果（海表⾯の濃度分布図）とモニタリング結果の⽐較
〇の⾊はモニタリング結果の濃度を⽰し,⽩丸はNDを⽰す

1.1

0.089

0.078

0.097

図中の数字は濃度（単位︓Bq/L）を⽰す

M-101

M-102

M-103

M-104



︓放⽔⼝

４－6－２．拡散計算結果とモニタリング結果の⽐較（10⽉12⽇12:00）
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 10⽉12⽇12:00の拡散シミュレーション結果と,当⽇⾏われた福島県の海⽔モニタリング結果
を下図に⽰す。

 拡散シミュレーション結果では,10⽉10⽇以降南向きの流れが継続しており, 南側に拡散範囲が
拡がっている傾向が⽰された。この傾向はモニタリング結果と概ね⼀致している。

拡⼤

図 10⽉12⽇12:00の拡散計算結果（海表⾯の濃度分布図）とモニタリング結果の⽐較
〇の⾊はモニタリング結果の濃度を⽰し,⽩丸はNDを⽰す

0.05

<0.05

0.30

0.33
0.27

0.05
0.25

F-P07

F-P08

F-P02

F-P03

F-P01
F-P09

F-P04

図中の数字は濃度（単位︓Bq/L）を⽰す



４－7．まとめ
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 第2回放出期間中の実際のトリチウム放出量と気象,海象データを⽤いた拡散シミュレーション
の結果と,同期間中に実施された海⽔モニタリングの結果について⽐較評価を実施した。

 今回評価を実施した当社モニタリング14地点や他機関のモニタリング結果から,ALPS処理⽔は
放出後に拡散が進んでいることが確認された。

 第1回放出と同様,第2回放出期間についても,拡散シミュレーションで⽰された拡散の傾向とモ
ニタリング結果は,概ね⼀致していた。

 引き続き, 第3回の放出に関してモニタリング結果と拡散シミュレーションの⽐較検証を実施し
ていく。
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１．第3回放出完了以降の点検結果について

２．第4回放出の状況について

３．海洋放出に係るモニタリング実績について

４．海洋拡散シミュレーションについて

５．第5回、第6回放出に向けたALPS処理⽔の移送について

（参考）放出開始以降の海域モニタリングの実績



５．第5回・第6回放出に向けたALPS処理⽔の移送について

38

 第5回放出に向けてK3-A/B群、J4-L群から測定・確認⽤設備C群へ移送を実施。
（2/16に移送完了。2/22から循環攪拌運転を実施し、2/29に試料を採取予定。）

 第6回放出に向けてJ4-L群、 J9-A/B群から測定・確認⽤設備A群へ移送を実施。
（2/20から移送を開始し、3⽉中旬頃に移送完了予定。3⽉中旬〜下旬頃、循環攪拌

運転を実施予定。）
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１．第3回放出完了以降の点検結果について

２．第4回放出の状況について

３．海洋放出に係るモニタリング実績について

４．海洋拡散シミュレーションについて

５．第5回、第6回放出に向けたALPS処理⽔の移送について

（参考）放出開始以降の海域モニタリングの実績
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（単位︓Bq/L）

試料採取点 頻度

2023年8⽉

24⽇
*1

24⽇
通常
*1,2

25⽇ 26⽇
26⽇
通常
*3

27⽇ 28⽇ 29⽇ 30⽇
30⽇
通常
*2,3

31⽇
31⽇
通常
*3

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <6.3 <0.34 <5.6 <6.6 0.97 <6.2 <7.3 <5.9 <6.4 1.0 <6.8 ー

T-2 1回/週* <6.3 <0.33 <5.5 <6.5 1.1 <6.2 <7.3 <5.9 <6.3 1.3 <6.8 ー

T-0-1 1回/週* <8.0 <0.34 <6.8 <6.1 0.66 <6.1 ー*4 ー*4 <6.8 <0.32 <8.2 ー

T-0-1A 1回/週* <4.6 2.6 <7.6 <6.2 0.087 <6.1 ー*4 ー*4 <6.9 0.43 10 ー

T-0-2 1回/週* <8.1 <0.35 <6.8 <6.1 0.92 <6.1 ー*4 ー*4 <6.8 1.4 <8.2 ー

T-0-3A 1回/週* <4.7 <0.33 <7.6 <6.8 <0.068 <6.8 ー*4 ー*4 <7.6 <0.32 <5.1 ー

T-0-3 1回/週* <8.0 <0.34 <6.9 <6.1 0.14 <6.1 ー*4 ー*4 <6.8 <0.31 <8.3 ー

T-A1 1回/週* <6.6 <0.32 <7.6 <6.8 0.13 <6.8 ー*4 ー*4 <7.6 1.1 <5.1 ー

T-A2 1回/週* <6.6 <0.32 <7.6 <6.8 0.065 <6.8 ー*4 ー*4 <7.7 1.5 <5.1 ー

T-A3 1回/週* <6.6 <0.32 <6.9 <6.8 <0.072 <6.8 ー*4 ー*4 <7.6 1.1 <5.2 ー

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー <6.8 0.59

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー <7.6 0.070 ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー <7.7 0.073 ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー <7.7 0.062 ー ー

*1︓放出開始後の15時以降に採取 *2︓検出限界値 0.4 Bq/L
*3︓検出限界値 0.1 Bq/L *4︓⾼波の影響により採取中⽌

◯ 2023年8⽉24⽇の放出開始以降、 放⽔⼝付近（発電所から3km以内）の10地点、放⽔⼝付近の外側（発電所
正⾯の10km四⽅内）の4地点で採取した海⽔について、これまでにトリチウム濃度を測定した結果は、いずれ
も指標（放出停⽌判断レベル、調査レベル）を下回っている。

◯ 放⽔⼝付近で実施する迅速に結果を得る測定については、放出開始から12⽉25⽇までの間は通常の1回/週から
毎⽇に強化して実施し、速やかにその結果を公表してきた。

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(B群)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（1/17）
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（単位︓Bq/L）

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L

試料採取点 頻度

2023年9⽉

1⽇ 2⽇ 3⽇ 4⽇
4⽇
通常
*1

5⽇ 6⽇
6⽇
通常
*1

7⽇ 8⽇ 9⽇ 10⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <7.2 <6.8 <5.8 <6.6 0.68 <7.1 <7.1 ー <6.1 <5.9 <6.0 <7.8

T-2 1回/週* <7.4 <6.8 <5.8 <6.6 0.90 <7.1 <7.1 ー <6.1 <5.9 <6.0 <7.8

T-0-1 1回/週* <7.3 <7.3 <6.8 <6.9 <0.34 <6.6 <6.6 ー <8.7 <6.9 <8.0 <7.0

T-0-1A 1回/週* <7.3 <8.2 <6.8 <6.9 <0.33 <7.0 <6.6 ー <8.7 <6.9 <8.0 <7.1

T-0-2 1回/週* <7.3 <7.3 <6.7 <7.0 0.74 <6.5 <6.6 ー <8.6 <6.8 <8.0 <7.0

T-0-3A 1回/週* <7.0 <7.8 <6.5 <5.9 <0.33 <7.6 <6.3 ー <5.3 <7.4 <6.5 <6.5

T-0-3 1回/週* <7.3 <8.2 <6.7 <6.8 <0.34 <7.8 <6.6 ー <8.7 <6.9 <8.0 <7.1

T-A1 1回/週* <7.1 <7.9 <6.5 <5.9 1.1 <7.6 <6.3 ー <5.3 <7.4 <6.4 <6.5

T-A2 1回/週* <7.1 <7.8 <6.5 <7.3 0.88 <7.6 <6.2 ー <5.3 <7.3 <6.6 <6.4

T-A3 1回/週* <7.1 <7.9 <6.5 <7.3 0.82 <7.6 <6.3 ー <5.3 <7.3 <6.5 <6.5

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー <7.1 <0.34 ー ー ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(B群)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（2/17）
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（単位︓Bq/L）

*1︓放出終了前の9時以前に採取
*2︓検出限界値 0.1 Bq/L *3︓検出限界値 0.4 Bq/L

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(B群)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（3/17）

試料採取点 頻度

2023年9⽉

11⽇
*1

11⽇
通常
*1,2

12⽇
12⽇
通常
*2

13⽇
13⽇
通常
*2

14⽇ 15⽇ 16⽇ 17⽇ 18⽇
18⽇
通常
*3

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <7.0 0.21 <7.2 ー <7.2 ー <6.5 <7.3 <6.7 <7.0 <7.6 <0.31

T-2 1回/週* <7.0 0.24 <7.2 ー <7.2 ー <6.5 <7.4 <6.8 <6.9 <7.6 <0.31

T-0-1 1回/週* <6.8 0.10 <7.7 ー <6.6 ー <7.5 <7.8 <7.6 <7.8 <7.4 <0.36

T-0-1A 1回/週* <6.8 0.12 <7.8 ー <6.5 ー <7.5 <7.7 <7.5 <7.7 <7.3 <0.34

T-0-2 1回/週* <6.8 0.13 <7.7 ー <6.5 ー <7.5 <7.7 <7.6 <7.7 <7.3 <0.31

T-0-3A 1回/週* <6.2 0.10 <7.0 ー <5.9 ー <6.6 <7.4 <6.8 <6.9 <7.6 <0.35

T-0-3 1回/週* <6.8 0.16 <7.8 ー <6.5 ー <7.5 <7.7 <7.5 <7.8 <7.3 <0.34

T-A1 1回/週* <7.0 0.078 <7.0 ー <5.9 ー <6.7 <5.5 <7.2 <5.5 <6.7 <0.31

T-A2 1回/週* <7.0 0.097 <7.0 ー <5.9 ー <6.7 <5.5 <7.3 <5.4 <6.7 <0.31

T-A3 1回/週* <7.0 0.16 <7.0 ー <5.9 ー <6.7 <5.5 <7.2 <5.5 <6.7 <0.31

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー <7.2 0.11 ー ー ー ー ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー <7.1 <0.068 ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー <7.1 0.087 ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ <6.2 0.098 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
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試料採取点 頻度

2023年9⽉

19⽇ 20⽇
20⽇
通常
*1

21⽇ 22⽇ 23⽇ 24⽇ 25⽇
25⽇
通常
*1

26⽇ 27⽇
27⽇
通常
*1

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <5.0 <6.9 ー <5.0 <5.3 <6.5 <6.7 <7.2 <0.31 <5.6 <6.2 ー

T-2 1回/週* <5.0 <6.9 ー <5.0 <5.3 <6.5 <6.7 <7.2 <0.31 <5.6 <6.3 ー

T-0-1 1回/週* <5.5 <7.9 ー <6.5 <6.3 <6.5 <7.6 <8.7 <0.35 <7.9 <6.2 ー

T-0-1A 1回/週* <5.6 <8.2 ー <6.5 <6.3 <6.5 <7.5 <8.7 <0.35 <7.9 <6.2 ー

T-0-2 1回/週* <5.6 <7.9 ー <6.5 <6.2 <6.5 <7.5 <8.7 <0.30 <7.9 <6.2 ー

T-0-3A 1回/週* <5.0 <6.1 ー <5.0 <5.3 <6.5 <6.7 <7.2 <0.35 <5.6 <6.2 ー

T-0-3 1回/週* <5.5 <7.9 ー <6.5 <6.3 <6.5 <7.5 <8.7 <0.35 <7.9 <6.2 ー

T-A1 1回/週* <6.9 <5.9 ー <6.6 <7.0 <7.6 <5.1 <6.3 <0.30 <7.3 <6.6 ー

T-A2 1回/週* <6.9 <5.9 ー <6.7 <7.0 <7.6 <5.1 <6.3 <0.30 <7.3 <6.7 ー

T-A3 1回/週* <7.0 <6.3 ー <6.6 <7.0 <7.6 <5.1 <6.3 <0.29 <7.3 <6.6 ー

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー <6.1 <0.34 ー ー ー ー ー ー ー <6.3 <0.35

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

（単位︓Bq/L）

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（4/17）
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（単位︓Bq/L）

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L *2︓放出開始後の14時以降に採取

試料採取点 頻度

2023年9⽉ 2023年10⽉

28⽇ 29⽇ 30⽇ 1⽇ 2⽇
2⽇
通常
*1

3⽇ 4⽇
4⽇
通常
*1

5⽇
*2

5⽇
通常
*1,2

6⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <6.7 <4.9 <7.3 <6.0 <5.8 <0.34 <6.7 <6.9 ー <5.8 <0.31 <5.8

T-2 1回/週* <6.7 <4.7 <7.3 <6.0 <5.7 <0.33 <6.6 <6.8 ー <5.7 <0.31 <5.7

T-0-1 1回/週* <6.8 <6.8 <7.9 <8.3 <7.0 <0.35 <6.5 <7.3 ー <7.8 <0.31 <7.0

T-0-1A 1回/週* <6.8 <6.8 <7.9 <8.0 <6.9 <0.35 <6.4 <7.3 ー <7.6 5.2 <7.4

T-0-2 1回/週* <6.8 <6.9 <8.0 <8.4 <7.0 <0.36 <6.4 <7.2 ー <7.6 <0.33 <7.0

T-0-3A 1回/週* <6.7 <4.7 <7.4 <6.2 <5.8 <0.35 <6.8 <6.9 ー <5.9 <0.32 <5.8

T-0-3 1回/週* <6.8 <7.0 <7.7 <8.0 <7.0 <0.35 <6.4 <7.2 ー <7.7 <0.32 <6.4

T-A1 1回/週* <9.3 <7.8 <8.1 <8.0 <5.6 <0.30 <7.3 <7.5 ー <7.7 <0.30 <7.0

T-A2 1回/週* <5.5 <7.8 <8.0 <8.0 <5.7 <0.30 <7.5 <7.5 ー <7.7 <0.31 <7.0

T-A3 1回/週* <7.2 <7.6 <8.0 <8.1 <5.6 <0.30 <7.4 <7.4 ー <7.6 <0.30 <7.1

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー ー <6.8 <0.35 ー ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(C群)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（5/17）
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（単位︓Bq/L）

*1︓検出限界値 0.1 Bq/L *2︓悪天候により採取中⽌

試料採取点 頻度

2023年10⽉

7⽇ 8⽇ 9⽇
9⽇
通常
*1

10⽇ 11⽇ 12⽇
12⽇
通常
*1

13⽇ 14⽇ 15⽇ 16⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <5.8 <6.1 <7.2 0.40 <6.9 <6.5 <6.3 ー <6.5 <6.1 <5.5 <6.0

T-2 1回/週* <5.8 <6.1 <7.1 0.77 <6.9 <6.6 <6.3 ー <6.5 <6.2 <5.5 <6.0

T-0-1 1回/週* <6.7 <8.2 <7.9 1.4 ー*2 <7.3 <7.3 ー <7.3 <8.7 <7.3 <7.8

T-0-1A 1回/週* 9.4 <8.2 11 12 ー*2 <7.3 14 ー 11 <8.7 14 16

T-0-2 1回/週* <6.8 <8.1 <7.9 0.43 ー*2 <7.3 <7.3 ー <7.3 <8.7 <7.3 <7.8

T-0-3A 1回/週* <5.8 <6.1 <7.2 <0.072 ー*2 <6.8 <6.3 ー <6.5 <6.1 <5.6 <6.0

T-0-3 1回/週* <6.7 <8.2 <7.8 0.45 ー*2 <7.3 <7.2 ー <7.2 <8.6 <7.3 <7.8

T-A1 1回/週* <6.4 <5.5 <6.7 0.43 ー*2 <6.8 <8.7 ー <8.6 <6.2 <7.2 <7.2

T-A2 1回/週* <5.9 <5.5 <6.7 0.25 ー*2 <6.8 <8.6 ー <8.6 <5.6 <7.2 <7.2

T-A3 1回/週* <5.8 <5.5 <6.8 <0.073 ー*2 <6.8 <8.6 ー <8.6 <5.7 <7.2 <7.2

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー <6.4 <0.070 ー ー ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー <6.4 <0.071 ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー <6.4 <0.070 ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー <6.5 0.065 ー ー ー ー

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(C群)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（6/17）



46

（単位︓Bq/L）

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L *2︓放出終了前の9時以前に採取※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(C群)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（7/17）

試料採取点 頻度

2023年10⽉

16⽇
通常
*1

17⽇ 18⽇ 19⽇
19⽇
通常
*1

20⽇ 21⽇ 22⽇ 23⽇
*2

23⽇
通常
*1,2

24⽇ 25⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* 4.3 <6.5 <7.1 <7.2 ー <5.5 <5.6 <5.3 <6.5 1.3 <6.5 <5.8

T-2 1回/週* 0.66 <6.5 <7.1 <7.1 ー <5.5 <5.6 <5.2 <6.5 0.80 <6.5 <5.8

T-0-1 1回/週* 1.0 <6.7 <5.9 <8.3 ー <7.0 <6.8 <7.3 <6.7 1.3 <7.8 <7.5

T-0-1A 1回/週* 14 <6.7 <5.8 <8.5 ー <7.0 22 16 <6.7 0.71 <7.7 <7.5

T-0-2 1回/週* 1.2 <6.7 8.9 <8.4 ー <7.0 <6.8 <7.3 <6.7 0.40 <7.7 <7.5

T-0-3A 1回/週* 0.74 <6.5 <7.1 <7.1 ー <5.5 <5.6 <5.3 <6.5 <0.33 <6.5 <5.8

T-0-3 1回/週* 1.0 <6.7 <6.7 <8.4 ー <7.0 <6.8 <7.3 <6.7 1.0 <7.7 <7.5

T-A1 1回/週* 0.50 <8.3 <7.2 <7.5 ー <7.5 <8.5 <5.7 <6.8 0.37 <7.5 <7.8

T-A2 1回/週* 0.56 <8.3 <7.2 <7.5 ー <7.5 <8.4 <5.7 <6.9 <0.31 <7.5 <7.8

T-A3 1回/週* 0.80 <8.3 <7.2 <7.5 ー <7.5 <8.5 <5.7 <6.8 <0.32 <7.5 <7.8

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー <7.5 <0.34 ー ー ー <6.9 <0.32 ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
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（単位︓Bq/L）

*1︓悪天候により採取中⽌
*2︓検出限界値 0.4 Bq/L *3︓放出開始後の14時以降に採取

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(A群)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（8/17）

試料採取点 頻度

2023年10⽉ 2023年11⽉

26⽇ 27⽇ 28⽇ 29⽇ 30⽇ 31⽇ 1⽇ 1⽇通
常*2

2⽇
*3

2⽇
通常
*2,3

3⽇ 4⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <6.5 <6.4 <7.2 <6.8 <6.4 <7.1 <7.9 <0.32 <6.0 0.35 <8.1 <8.0

T-2 1回/週* <6.6 <6.3 <7.2 <6.8 <6.4 <7.1 <7.9 <0.33 <8.3 0.36 <8.1 <8.2

T-0-1 1回/週* <7.6 <7.8 <8.3 <7.8 ー*1 ー*1 <7.8 <0.35 <8.0 <0.36 <6.2 <6.3

T-0-1A 1回/週* <7.7 <7.8 <8.3 <7.9 ー*1 ー*1 <7.8 <0.34 <8.0 6.9 7.1 <6.2

T-0-2 1回/週* <7.6 <7.8 <8.3 <7.9 ー*1 ー*1 <7.8 <0.33 <8.1 <0.37 <6.2 <6.2

T-0-3A 1回/週* <6.6 <6.3 <7.3 <6.9 ー*1 ー*1 <7.9 <0.32 <5.4 <0.26 <8.1 <8.2

T-0-3 1回/週* <7.6 <7.8 <8.3 <7.9 ー*1 ー*1 <7.8 <0.34 <8.0 <0.36 <6.2 <6.2

T-A1 1回/週* <6.2 <6.6 <6.6 <6.6 ー*1 ー*1 <6.6 <0.31 <8.2 <0.31 <5.7 <9.2

T-A2 1回/週* <6.2 <6.5 <6.6 <6.6 ー*1 ー*1 <6.4 <0.31 <8.2 <0.30 <5.7 <9.2

T-A3 1回/週* <6.2 <6.6 <6.6 <6.6 ー*1 ー*1 <6.6 <0.32 <8.2 <0.31 <5.7 <9.2

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー <7.9 <0.33 ー ー ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
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（単位︓Bq/L）

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L *2︓悪天候により採取中⽌
*3︓検出限界値 0.1 Bq/L

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(A群)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（9/17）

試料採取点 頻度

2023年11⽉

5⽇ 6⽇
6⽇
通常
*1

７⽇ ８⽇
8⽇
通常
*3

9⽇
9⽇
通常
*1

10⽇ 11⽇ 12⽇ 13⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <7.6 <5.6 <0.34 <6.9 <5.5 ー <5.5 ー <6.9 <5.8 <7.0 <6.3

T-2 1回/週* <7.5 <5.5 0.38 <6.9 <5.5 ー <5.5 ー <7.0 <5.8 <6.9 <6.3

T-0-1 1回/週* <7.5 <7.2 0.36 ー*2 <6.7 ー <6.4 ー <8.1 ー*2 <4.7 <9.0

T-0-1A 1回/週* <7.6 9.0 9.5 ー*2 <6.8 ー <6.4 ー 11 ー*2 <4.6 <9.0

T-0-2 1回/週* <7.5 <7.1 <0.31 ー*2 <6.7 ー <8.4 ー <8.1 ー*2 <4.7 <8.9

T-0-3A 1回/週* <7.6 <5.4 0.54 ー*2 <5.5 ー <5.6 ー <7.0 ー*2 <6.9 <6.3

T-0-3 1回/週* <7.5 <7.1 <0.31 ー*2 <6.7 ー <6.4 ー <8.1 ー*2 <5.1 <9.0

T-A1 1回/週* <5.7 <6.5 <0.39 ー*2 <7.2 ー <7.5 ー <6.9 ー*2 <7.8 <7.6

T-A2 1回/週* <5.7 <6.5 <0.38 ー*2 <7.2 ー <7.5 ー <6.9 ー*2 <7.8 <7.6

T-A3 1回/週* <5.7 <6.5 <0.39 ー*2 <7.2 ー <7.6 ー <6.8 ー*2 <7.8 <7.6

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー <7.5 <0.34 ー ー ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー <7.7 0.12 ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー <7.7 0.10 ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー <7.8 0.097 ー ー ー ー ー ー
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（単位︓Bq/L）

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 ︓ALPS処理⽔放出期間(A群)
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（10/17）

*1︓検出限界値 0.1 Bq/L *2︓悪天候により採取中⽌
*3︓放出終了前の8時以前に採取 *4︓検出限界値 0.4 Bq/L

試料採取点 頻度

2023年11⽉

13⽇
通常
*1

14⽇ 15⽇
15⽇
通常
*1

16⽇ 17⽇ 18⽇ 19⽇ 20⽇
*3

20⽇
通常
*3,4

21⽇
21⽇
通常
*4

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* 0.25 <5.8 <6.9 ー <8.8 <7.8 <9.3 <6.3 <7.0 1.7 <6.6 ー

T-2 1回/週* 0.25 <5.9 <6.9 ー <8.6 <7.7 <9.3 <6.2 <7.1 0.60 <6.5 ー

T-0-1 1回/週* 0.15 <6.6 <6.2 ー <7.1 <7.9 ー*2 <7.4 <8.1 1.2 <7.0 ー

T-0-1A 1回/週* 0.14 7.2 10 ー <7.3 <7.9 ー*2 <7.4 <8.1 1.0 <7.0 ー

T-0-2 1回/週* 0.17 <6.5 <6.2 ー 7.9 <7.8 ー*2 <7.4 <8.1 0.77 <7.1 ー

T-0-3A 1回/週* 0.49 <5.7 <6.9 ー <8.8 <8.0 ー*2 <6.3 <7.0 0.87 <6.7 ー

T-0-3 1回/週* 0.44 <6.6 <6.2 ー <7.3 <7.9 ー*2 <7.3 <8.1 0.92 <7.2 ー

T-A1 1回/週* 0.082 <6.8 <8.6 ー <8.8 <5.5 ー*2 <8.6 <7.3 1.5 <9.0 ー

T-A2 1回/週* 0.16 <6.8 <8.8 ー <8.6 <5.5 ー*2 <8.8 <7.2 0.60 <8.9 ー

T-A3 1回/週* 0.15 <7.0 <8.6 ー <8.8 <5.5 ー*2 <8.8 <7.2 0.37 <8.9 ー

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー <8.6 0.12 ー ー ー ー ー ー <7.2 <0.33

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
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（単位︓Bq/L）

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（11/17）

試料採取点 頻度

2023年11⽉ 2023年12⽉

22⽇ 23⽇ 24⽇ 25⽇ 26⽇ 27⽇
27⽇
通常
*1

28⽇ 29⽇ 30⽇ 1⽇ 2⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <6.5 <5.5 <5.3 <6.3 <7.1 <5.7 <0.34 <5.5 <6.0 <7.4 <4.9 <5.5

T-2 1回/週* <6.4 <5.5 <5.2 <6.3 <7.1 <5.8 <0.34 <5.5 <6.0 <7.4 <4.9 <5.5

T-0-1 1回/週* <7.1 <6.4 <7.2 <7.3 <8.1 <6.4 0.38 <6.8 <5.9 <7.3 <7.3 <6.8

T-0-1A 1回/週* <7.0 <6.4 <7.2 <7.3 <8.2 <6.5 <0.33 <6.7 <5.8 <7.2 <7.2 <6.7

T-0-2 1回/週* <7.0 <6.5 <7.3 <7.3 <8.1 <6.5 <0.26 <6.7 <5.8 <7.3 <7.2 <6.7

T-0-3A 1回/週* <6.6 <5.5 <5.2 <6.3 <7.1 <5.7 <0.33 <5.5 <6.0 <7.4 <4.9 <5.5

T-0-3 1回/週* <7.1 <6.5 <7.3 <7.3 <8.2 <6.4 <0.33 <6.8 <5.9 <7.3 <7.2 <6.7

T-A1 1回/週* <7.4 <7.2 <5.7 <5.2 <5.7 <7.8 <0.36 <6.7 <5.9 <6.8 <8.8 <8.1

T-A2 1回/週* <7.7 <7.2 <5.7 <5.2 <5.6 <7.8 <0.36 <6.7 <5.9 <6.8 <8.8 <8.1

T-A3 1回/週* <7.6 <7.2 <5.6 <5.2 <5.7 <7.8 <0.36 <6.7 <5.9 <6.8 <8.8 <8.1

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー <7.8 <0.34 ー ー ー ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
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（単位︓Bq/L）

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（12/17）

試料採取点 頻度

2023年12⽉

3⽇ 4⽇
4⽇
通常
*1

5⽇ 6⽇ 7⽇
7⽇
通常
*2

8⽇ 9⽇
9⽇
通常
*1

10⽇ 11⽇

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <6.7 <6.0 <0.31 <6.3 <5.8 <5.0 ー <5.2 <6.1 ー <6.2 <6.3

T-2 1回/週* <6.7 <6.1 <0.31 <6.2 <5.7 <5.0 ー <5.2 <6.1 ー <6.3 <6.2

T-0-1 1回/週* <5.1 <5.8 <0.35 <7.5 <8.0 <7.3 ー <6.3 <8.3 ー <4.8 <6.5

T-0-1A 1回/週* <5.1 <5.8 <0.33 <7.5 <8.0 <7.3 ー <6.3 <8.4 ー <6.2 <6.5

T-0-2 1回/週* <5.1 <5.8 <0.30 <7.5 <7.9 <7.2 ー <6.3 <8.5 ー <4.9 <6.5

T-0-3A 1回/週* <6.9 <6.0 <0.33 <6.2 <5.9 <5.0 ー <5.2 <6.0 ー <6.2 <6.3

T-0-3 1回/週* <5.1 <5.8 <0.33 <7.4 <8.0 <7.2 ー <6.3 <8.3 ー <7.4 <6.5

T-A1 1回/週* <6.1 <8.1 <0.36 <8.4 <5.2 <6.5 ー <8.6 <7.9 ー <6.8 <5.2

T-A2 1回/週* <6.1 <8.1 <0.36 <8.3 <7.5 <6.5 ー <8.6 <7.8 ー <6.8 <5.3

T-A3 1回/週* <6.1 <8.1 <0.36 <8.3 <5.3 <6.5 ー <8.7 <7.9 ー <6.9 <5.3

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー ー ー <6.0 <0.34 ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー <6.6 測定中 ー ー ー ー ー

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L *2︓検出限界値 0.1 Bq/L
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（単位︓Bq/L）

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

海域モニタリングの実績（13/17）

試料採取点 頻度

2023年12⽉

11⽇
通常
*1

12⽇ 13⽇ 14⽇
14⽇
通常
*1

15⽇ 16⽇ 17⽇ 18⽇
18⽇
通常
*3

19⽇
19⽇
通常
*3

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* 測定中 <7.0 <6.7 <6.7 ー <6.1 <6.9 <6.5 <5.8 <0.36 <5.7 ー

T-2 1回/週* 測定中 <7.0 <6.7 <6.7 ー <6.1 <6.9 <6.5 <5.8 <0.36 <5.7 ー

T-0-1 1回/週* 測定中 ー*2 ー*2 <7.0 ー <5.9 <6.8 ー*2 <5.8 <0.34 <8.2 ー

T-0-1A 1回/週* <0.073 ー*2 ー*2 <5.5 ー <5.8 <6.7 ー*2 <5.9 <0.35 <8.2 ー

T-0-2 1回/週* 測定中 ー*2 ー*2 <5.9 ー <5.9 <6.8 ー*2 <5.9 <0.33 <8.2 ー

T-0-3A 1回/週* <0.074 ー*2 ー*2 <6.7 ー <6.1 <6.9 ー*2 <5.7 <0.34 <5.8 ー

T-0-3 1回/週* <0.075 ー*2 ー*2 <8.1 ー <5.9 <7.0 ー*2 <5.9 <0.35 <8.2 ー

T-A1 1回/週* 0.095 ー*2 ー*2 <8.1 ー <6.5 <7.5 ー*2 <6.8 <0.36 <7.5 ー

T-A2 1回/週* 0.081 ー*2 ー*2 <8.1 ー <6.5 <7.5 ー*2 <6.8 <0.36 <7.5 ー

T-A3 1回/週* 0.13 ー*2 ー*2 <8.1 ー <6.5 <7.5 ー*2 <6.8 <0.36 <7.5 ー

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー <8.1 0.079 ー ー ー ー ー <7.5 <0.34

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

*1︓検出限界値 0.1 Bq/L *2︓悪天候により採取中⽌ *3︓検出限界値 0.4 Bq/L
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（単位︓Bq/L）

海域モニタリングの実績（14/17）
◯ 放⽔⼝付近で実施する迅速に結果を得る測定については、2023年12⽉26⽇以降、放出期間中に重点をおいたも

のに頻度を変更し、モニタリングを継続している。

試料採取点 頻度

2023年12⽉ 2024年1⽉

20⽇
20⽇
通常
*1

21⽇ 22⽇ 23⽇ 24⽇ 25⽇
25⽇
通常
*2

26⽇ 1⽇ 3⽇
3⽇
通常
*2

放⽔⼝
付近

T-1 1回/週* <6.7 ー <7.2 <6.6 <7.0 <7.1 <6.1 <0.33 <5.0 <5.6 ー <0.33

T-2 1回/週* <6.7 ー <7.1 <6.6 <7.0 <7.2 <6.1 <0.33 <4.9 <5.5 ー <0.33

T-0-1 1回/週* <7.5 ー <8.0 <7.1 <6.6 <7.3 <7.3 <0.27 <6.9 ー*3 <6.5 <0.27

T-0-1A 1回/週* <7.5 ー <8.0 <7.1 <6.5 <7.3 <7.3 <0.34 <5.8 ー*3 <6.5 <0.35

T-0-2 1回/週* <7.5 ー <8.0 <7.1 <6.6 <7.3 <7.3 <0.31 <6.8 ー*3 <6.5 <0.32

T-0-3A 1回/週* <6.5 ー <7.3 <6.6 <7.0 <7.2 <6.1 <0.34 <5.0 ー*3 <8.1 <0.34

T-0-3 1回/週* <7.5 ー <8.1 <7.1 <6.5 <7.4 <7.4 <0.34 <7.0 ー*3 <6.5 <0.34

T-A1 1回/週* <6.5 ー <6.9 <6.1 <6.2 <7.3 <7.8 <0.36 <9.2 ー*3 <8.1 <0.37

T-A2 1回/週* <6.5 ー <6.9 <6.2 <6.2 <7.2 <7.9 <0.36 <9.2 ー*3 <8.1 <0.37

T-A3 1回/週* <6.5 ー <6.9 <6.2 <6.2 <7.2 <7.8 <0.36 <9.2 ー*3 <8.2 <0.37

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー ー ー ー ー <7.9 <0.33 ー ー ー ー

T-S3 1回/⽉ <6.7 測定中 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ <6.7 測定中 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。
*︓放出開始後当⾯の間は毎⽇実施

2023年12⽉26⽇より頻度について放出期間中に重点をおくとして次のとおりに変更
放⽔⼝近傍4地点（T-0-1, T-0-1A, T-0-2, T-A2）

放出期間中および放出終了⽇から1週間は1回/⽇実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/週実施
その他6地点（T-1, T-2, T-0-3A, T-0-3, T-A1, T-A3）

放出期間中および放出終了⽇から1週間は2回/週実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/⽉実施

*1︓検出限界値 0.1 Bq/L *2︓検出限界値 0.4 Bq/L *3︓悪天候により採取中⽌
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（単位︓Bq/L）

海域モニタリングの実績（15/17）

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 *1︓検出限界値 0.4 Bq/L    *2︓検出限界値 0.1 Bq/L

*︓放⽔⼝近傍4地点︓放出期間中および放出終了⽇から1週間は1回/⽇実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/週実施
その他6地点︓放出期間中および放出終了⽇から1週間は2回/週実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/⽉実施

試料採取点 頻度

2024年1⽉

6⽇
6⽇
通常
*1

8⽇
8⽇
通常
*2

9⽇
9⽇
通常
*2

11⽇
11⽇
通常
*2

15⽇
15⽇
通常
*1

17⽇
17⽇
通常
*2

放⽔⼝
付近

T-1 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー ー ー <0.37 ー ー

T-2 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー ー ー <0.37 ー ー

T-0-1 1回/⽇* ー ー <6.5 測定中 ー ー ー ー <6.2 <0.27 ー ー

T-0-1A 1回/⽇* ー ー <7.2 測定中 ー ー ー ー <4.2 <0.33 ー ー

T-0-2 1回/⽇* ー ー <6.6 測定中 ー ー ー ー <6.2 <0.31 ー ー

T-0-3A 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー ー ー <0.33 ー ー

T-0-3 2回/週* ー ー ー 測定中 ー ー ー ー ー <0.33 ー ー

T-A1 2回/週* ー ー ー <0.071 ー ー ー ー ー <0.36 ー ー

T-A2 1回/⽇* ー ー <7.6 0.11 ー ー ー ー <4.2 <0.36 ー ー

T-A3 2回/週* ー ー ー 0.079 ー ー ー ー ー <0.36 ー ー

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 <8.1 <0.35 ー ー <7.0 測定中 ー ー ー ー ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー <7.8 測定中

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー <7.7 測定中

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー <6.8 測定中 ー ー ー ー
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（単位︓Bq/L）

海域モニタリングの実績（16/17）

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。 *1︓検出限界値 0.4 Bq/L    *2︓検出限界値 0.1 Bq/L

*︓放⽔⼝近傍4地点︓放出期間中および放出終了⽇から1週間は1回/⽇実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/週実施
その他6地点︓放出期間中および放出終了⽇から1週間は2回/週実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/⽉実施

試料採取点 頻度

2024年1⽉ 2024年2⽉

24⽇
24⽇
通常
*1

29⽇
29⽇
通常
*1

5⽇
5⽇
通常
*1

7⽇
7⽇
通常
*2

12⽇
12⽇
通常
*2

13⽇
13⽇
通常
*2

放⽔⼝
付近

T-1 2回/週* ー <0.37 ー <0.34 <6.1 <0.33 ー ー ー 測定中 ー ー

T-2 2回/週* ー <0.37 ー <0.35 <6.1 <0.33 ー ー ー 測定中 ー ー

T-0-1 1回/⽇* <7.8 <0.37 <5.9 測定中 <7.7 測定中 ー ー <7.0 測定中 ー ー

T-0-1A 1回/⽇* <7.3 <0.34 <7.6 <0.33 <7.6 <0.32 ー ー <6.6 測定中 ー ー

T-0-2 1回/⽇* <7.7 <0.32 <8.2 <0.38 <7.6 <0.36 ー ー <7.1 測定中 ー ー

T-0-3A 2回/週* ー <0.33 ー <0.33 <6.0 <0.32 ー ー ー 測定中 ー ー

T-0-3 2回/週* ー <0.33 ー <0.33 <7.5 <0.34 ー ー ー 測定中 ー ー

T-A1 2回/週* ー <0.37 ー <0.35 <7.0 測定中 ー ー ー 測定中 ー ー

T-A2 1回/⽇* <7.3 <0.37 <7.6 <0.35 <6.8 測定中 ー ー <6.7 測定中 ー ー

T-A3 2回/週* ー <0.37 ー <0.35 <6.9 測定中 ー ー ー 測定中 ー ー

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー <6.9 測定中 <6.1 測定中 ー ー ー ー <8.1 測定中

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー <6.2 測定中 ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー <6.1 測定中 ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
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（単位︓Bq/L）

海域モニタリングの実績（17/17）

※︓<○ は検出限界値○Bq/L未満を⽰す。

*︓放⽔⼝近傍4地点︓放出期間中および放出終了⽇から1週間は1回/⽇実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/週実施
その他6地点︓放出期間中および放出終了⽇から1週間は2回/週実施、放出停⽌期間中（放出終了⽇から1週間は除く）は1回/⽉実施

試料採取点 頻度

2024年2⽉

19⽇
19⽇
通常
*1

21⽇
21⽇
通常
*1

26⽇
26⽇
通常
*1

放⽔⼝
付近

T-1 2回/週* ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-2 2回/週* ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-0-1 1回/⽇* <6.6 測定中 ー ー <7.9 測定中

T-0-1A 1回/⽇* <6.4 測定中 ー ー <7.9 測定中

T-0-2 1回/⽇* <6.5 測定中 ー ー <7.9 測定中

T-0-3A 2回/週* ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-0-3 2回/週* ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-A1 2回/週* ー 測定中 ー ー ー 測定中

T-A2 1回/⽇* <6.8 測定中 ー ー <7.9 測定中

T-A3 2回/週* ー 測定中 ー ー ー 測定中

放⽔⼝
付近の
外側

T-D5 1回/週 ー ー <5.5 測定中 ー ー

T-S3 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー

T-S4 1回/⽉ ー ー ー ー ー ー

T-S8 1回/⽉ ー ー ー ー ー*2 ー*2

*1︓検出限界値 0.4 Bq/L *2︓悪天候により採取中⽌


